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1▶新年挨拶

▶業界・組合リーダーの年頭所感

▶新年名刺広告

群馬県中小企業団体中央会
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新年挨拶����������������������������� 2
　・群馬県中小企業団体中央会会長　　　　　　　　　　　吉田　勝彦
　・群馬県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　一太
　・全国中小企業団体中央会会長　　　　　　　　　　　　森　　　洋
　・株式会社商工組合中央金庫前橋支店支店長　　　　　　福岡　仁志
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　・高崎卸商社街（協）
　・あおぞら介護事業（協）
　・みなかみ町特定地域づくり事業（協）
　・桐生織物（協）/�群馬県こけし（協）
　・館林織物連合（協）
　・館林金属工業団地（協）
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●新春講演会・新年会
　令和６年１月23日（火）
　前橋商工会議所会館

●決算税務講習会
　３月６日（水）・13日（水）
　ビエント高崎/オンライン

●第76回中小企業団体全国大会
　10月24日（木）
　福井県福井市
　フェニックス・プラザ
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めいど in 群馬めいど in 群馬

　新年を華やかに飾るお正月のアレンジメント。前橋市にある群馬大学附
属病院近くの「ＨＡＮＡ＊ＦＵＮＡ（ハナフナ）」は、2025年に創業100
年を迎える老舗生花店。店内には、切り花や鉢花、ギフト用のアレンジメ
ントなどが並び、色とりどりの季節の花が出迎えてくれる。
　三代目となる代表取締役の船津修一氏に、お店を長年続けてこられた秘
訣を伺うと、「なんだろうね？アハハハハッ」と照れくさそうに笑う。
　東京での修業時代は、早朝から深夜まで仕入れや配達、店内業務に従事し、休日は月に１日のみだったという
期間を経て、地元に戻ってきたと語る船津氏。積み重ねてきた経験から、花の目利きや組み合わせのデザイン性
には自信を持っているが、お客様には決してそれを押し付けない。それぞれの好みや注文に、できる限り応える
お客様目線の‘入りやすい店づくり’を心がけているとのこと。親しみを感じられるようレイアウトも奥様が工夫
しているそうで、二人三脚で支え合っている仲の良さがうかがえる。古くからの常連さんに加え、口コミ等の来
店客で、週３回の仕入れを行うも次の仕入れまでには、ほぼ売れてしまうそう。夏の温度管理や冬の水仕事、運
搬などの重労働も多いが、お客様からのお礼の手紙に励まされることもあるという。
　取材中も、常連さんが次々に来店。お客様と楽しそうに笑い合う船津氏がとても印象的で、その人柄が多くの
人に愛されているお店なのだと感じた。
　今年も記念日やイベントがやってきます。大切な方へのプレゼントに、自分へのご褒美に、好きな花を選んで
みてはいかがでしょうか。
有限会社ハナフナ船津生花店　前橋市上小出町1-1-1　
＜群馬県生花商業（協）所属＞ 　TEL.027-231-8727（定休日：水曜日）
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〈表紙の写真〉

色鮮やかな花に囲まれた明るい店内


